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研究成果の概要（和文）：地理的に離れた2つの摂餌海域（黒島、三陸）において、海洋ゴミ誤飲の発生可能性
に着目したアオウミガメの行動調査を実施した。比較的小さい行動圏内で海草・海藻を摂餌する黒島個体に比
べ、広範囲を移動しながらクラゲ類を摂餌する三陸個体の海洋ゴミ誤飲リスクが有意に高いことが明らかになっ
た。海洋ゴミ誤飲のリスク評価に際しては、海洋ゴミと動物の分布の情報に加え、動物の行動を考慮することの
重要性が示された。

研究成果の概要（英文）：To compare the risk of accidental marine debris ingestion by green turtles, 
foraging behaviors were examined at two geographically distinct foraging ground (Kuroshima and 
Sanriku). Marine debris encounter rates were significantly lower for Kuroshima turtles that 
primarily foraged on marine plants at sea floor. Sanriku turtles, which foraged on jellyfish while 
travelling midwater, were at a significantly higher risk of ingesting marine debris. This study 
demonstrated the importance of considering the animals’ behaviors when assessing the risk of marine
 debris ingestion.

研究分野： 動物行動・生態学

キーワード： ウミガメ　海洋ゴミ　バイオロギング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
世界中で海洋プラスチックゴミ汚染が深刻化し、ウミガメなど海洋動物によるゴミの誤飲が大きな問題となって
いる。本研究は、温帯域と亜熱帯域に位置する2つの摂餌場においてバイオロギング手法を用いたアオウミガメ
の行動調査を実施し、摂餌パターンや移動範囲の違いが本種の海洋ゴミ誤飲のリスクに影響を及ぼしていること
を示した。海洋ゴミ誤飲のリスクを正しく評価するためには、従来の海洋ゴミの密度や分布、挙動に着目したモ
デルに動物の摂餌パターンや行動を考慮にいれたリスク評価が重要であることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

海洋中に存在するプラスチックゴミの量は 1 億 5000 万トンにも及び、さらに年間 115〜241

万トンものプラスチックゴミが新たに河川から海洋へ流出しているとの推定がなされており、

海洋ゴミ問題は地球規模で解決すべき重要な課題である（Neufeld et al. 2016, Lebreton et al. 2017）。

海洋ゴミの存在は、海洋を生活の場とする様々な生物に影響を及ぼす。例えば、海洋ゴミの誤飲

が報告されている種は 700 種以上にものぼり、腸閉塞や摂餌量低下による栄養失調、汚染物質蓄

積による健康障害などの影響や、食物連鎖を海洋生態系全体への影響が危惧されている

（Thevenon et al. 2014, Kuhn and van Franeker 2020）。ウミガメ類においては、漂着死亡個体の消

化管内容物調査などにより、現存する 7 種全てで海洋ゴミの誤飲が確認されている（e.g., Schuyler 

et al. 2015, Duncan et al. 2021）。海洋ゴミ問題を象徴する種として扱われることが多い一方で、ウ

ミガメがいつ、どこで、どのように誤飲するかといった誤飲のプロセスについては未だ情報が少

ない。 

世界中の熱帯域から温帯域の海に広く分布するアオウミガメ（Chelonia mydas）は、海洋ゴミ

の誤飲率が比較的高いが、その誤飲量は地域によって差があることが報告されている（Schuyler 

et al. 2014）。海洋ゴミの誤飲率を左右する要因の一つに生息域内の海洋ゴミ密度が挙げられるが、

海洋ゴミ密度が低い海域の個体の誤飲率が必ずしも低いというわけではないことから、海洋ゴ

ミ密度以外にも誤飲のリスクを高める要因があると考えられる。生息域によって餌の種類や移

動範囲などの摂餌パターンが大きく異なることが報告されているアオウミガメの場合（Fukuoka 

et al. 2019）、摂餌パターンの違いが海洋ゴミ誤飲リスクに影響を及ぼしている可能性が高いと考

えられる。 
 
２．研究の目的 

本研究では、バイオロギング手法を用いてアオウミガメがいつ、どこで、どのような海洋ゴ

ミを誤飲するのか、といった誤飲のプロセスを調べ、誤飲リスクの実態を把握する。地理的に離

れた 2 つの摂餌海域に生息するアオウミガメを対象に調査を行い、摂餌パターンの違いがアオ

ウミガメの海洋ゴミ誤飲リスクに及ぼす影響を評価することを目的とする。 
 
３．研究の方法 

亜熱帯域（黒島）と温帯域（三陸）に位置する 2 つの摂餌海域において野外調査を実施した

（図 1）。各調査地において捕獲されたアオウミガメの背甲に記録計を装着して放流し、自然環

境下におけるアオウミガメの摂餌パターンと海洋ゴミ誤飲の実態の把握を行った。装着した記

録計はビデオロガー（DVL400M および DVL2000M, リトルレオナルド社）、GPS ロガー（F5G 

234A Fastloc GPS Data Logger, Lotek 社）、地磁気加速度ロガー (W1000-3MPD3GT, リトルレオナ

ルド社)で、それぞれウミガメ目線の映像、水平位置、海中の 3 次元的な移動経路を記録した。

ウミガメ目線で記録した映像データから、遭遇した海洋ゴミの量や種類、遭遇した時間や場所と

いった情報を抽出し、行動データと合わせて解析することで、異なる摂餌パターンが海洋ゴミ誤

飲リスクに及ぼす影響を評価した。 

 
４．研究成果 

異なる摂餌場におけるアオウミガメの摂餌パターン 

本研究では地理的に離れ、特徴が異なる 2 つの摂餌場に生息するアオウミガメを対象とした。

亜熱帯域に位置する黒島では、年間を通してアオウミガメ亜成体の分布が確認されている



（Kameda et al. 2017）。いっぽう、温帯域に位置し、冬季にはアオウミガメの適水温以下まで水

温が低下する三陸沿岸域は、アオウミガメ亜成体が夏から秋にかけて来遊する季節限定の摂餌

場であることがわかっている（Fukuoka et al. 2019）。本研究期間内に黒島と三陸において、それ

ぞれ 8 個体と 6 個体よりビデオ・行動データを取得した。さらに同調査海域で過去に取得された

データも合わせて解析したところ、黒島で摂餌を行う個体は草食性が高く、海底でシマテングサ

やトゲノリといった海藻類や海草を摂餌していることを確認した（図 2, 3）。三陸個体も海底で

海藻類を摂餌していたが、全体の餌の約 1/3 はクラゲ等の浮遊性生物が占めており、雑食性であ

ることが示された（図 2, 3）。黒島個体は、三陸個体より長い時間を採餌に費やしていたが、移

動距離は有意に短かった。三陸個体は、黒島個体より活動度が高く、長い距離を遊泳しながら中

層もしくは海面付近でクラゲ類を摂餌していた。 

 

 

摂餌パターンと関連した海洋ゴミ誤飲リスク 

ビデオロガーを用いることで、ウミガメ目線でウミガメが海洋ゴミに遭遇し、誤飲している

現場の映像を取得することができた（図 3）。ウミガメは遊泳時または息継ぎ時に海洋ゴミに遭

遇することが多く、海底における海洋ゴミへの遭遇率は極めて低かった。ウミガメによって最も

誤飲されることが多かった海洋ゴミは、海中もしくは海面付近を浮遊する透明なプラスチック

ゴミであった（図 3）。海洋ゴミ誤飲が起こった際の移動経路は、クラゲ捕食時の移動経路と同

じ特徴を持つことから、ウミガメは海洋ゴミをクラゲと見間違えて誤飲している可能性が高い

（Narazaki et al. 2013、Fukuoka et al. 2016）。 

ウミガメ類の生息域と海流などの海洋物理環境情報を組み込んだモデルによって作成された

全球的なウミガメ誤飲リスクマップによると、黒島周辺海域の方が三陸沿岸域よりもリスクが

高いと推定されている（Schuyler et al. 2015）。しかし本研究では、海洋ゴミへの遭遇率は、黒島

個体よりも三陸個体の方が極めて高かったことから、より広範囲にわたって探索する摂餌パタ

ーンを持つ三陸個体の行動が、海洋ゴミへの遭遇リスクを高めていると考えられる。また、クラ

ゲ類に依存した食性をもつ三陸個体は、海洋ゴミをクラゲと誤認してしまう可能性も高いこと

が想定されることから、三陸個体の海洋ゴミ誤飲リスクは極めて高いことが示唆される。 

海洋動物の海洋ゴミ誤飲リスクは、海洋ゴミの密度や分布、挙動などに着目して行われてき

た。本研究では、海洋ゴミ誤飲のリスクを正しく評価するためには、従来の海洋ゴミの密度や分

布、挙動に着目したモデルだけでなく、動物の摂餌パターンや行動を考慮にいれたリスク評価の

重要性を示した。 
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